
女性・青少年の収入向上のための職業訓練プロジェクト（第３年次） 

完了報告添付資料 事業内容に関する写真 

１、縫製分野の訓練 

  
【初級コース】 

初級コースでは、ミシンの操作、採寸、型紙

作製、裁断、縫製、アイロン技術等の基礎的

な技術を身につけた。トレーナーの指導の

元、ラオスの伝統的な巻きスカート（シン）

や室内着等の作製を行った。 

【初級コース：ボタンホールの練習】 

ボタンホールは縫製分野では欠かせないスキ

ルである。各自作製したボタンホールに名前

を刺繍し、教室に掲示した。 

  
【中級コース】 

中級コースでは更に高レベルの、紳士用ス

ラックスやシャツ、バッグ等を作製する。

昼休み返上で、作製に取り組む訓練生も少

なくなかった。 

【中級コース：紳士服専門家トーン氏】 

地元で紳士服店を営む専門家（向かって左の

男性）による、スラックスやシャツ等の紳士

服が１ヶ月実施された。訓練生だけでなく、

トレーナーの技術向上に大変役立った。 

  
【公務員トレーナー主導での訓練】 

３年次修了後、当センター郡は教育課にハ

ンドオーバーされるため、縫製分野では５

期訓練開始時より、公務員トレーナー（向

かって左）主導で行われた。 

【作製した衣類やバッグなどの販売】 

当センター縫製分野の訓練生によって作製

された衣類等の一部は、当会 OJT 店等で販

売された。この実績により、ハンドオーバ

ー後のセンター運営費の財源の一つが確保

された。 

 



２、美容分野の訓練 

  
【初級コース】 

２ヶ月間の初級コースでは、シャンプー、

ヘアカラー、ヘアカット、パーマ基礎、ラ

オスの伝統的なヘアセット等の基礎的な技

術を身につけた。 

【理容専門家ソムサイ氏】 

６期では初級コースで、ソムサイ氏による

ヘアカットの訓練を２日間に増やした。計

画より１日増やしたことで、訓練生のヘア

カット技術がより進歩した。 

  

【中級コース：日本人専門家の指導】 

５期、６期とも日本人美容専門家による指

導が行われた（５期：早川氏、６期：藤本

氏）。両氏とも欧米での活動経験が豊富

で、訓練生だけでなくトレーナーの理美容

技術と知識の向上に役立った。 

【中級コース：古式マッサージの訓練】 

５期、６期とも、国立リハビリテーション

センターに勤務する、ラオス古式マッサー

ジの専門家であるブンスー氏を招いた。顧

客へのマッサージは、リピーター客獲得に

有効な手段である。 

  
【中級コース：美容専門家ゲーソン氏】 

ラオス人理美容専門家で、モデルや芸能人

のヘアスタイリングやメイクアップを手が

け、雑誌等にも取り上げられているゲーソ

ン氏による指導は、ラオス人に最も適した

美容を学ぶ絶好の機会だった。 

【公務員候補トレーナー主導での訓練】 

郡教育課へのスムーズなハンドオーバーを

目指し、６期からは、縫製分野だけでなく

理美容分野でも、公務員(候補)トレーナー

主導での訓練が行われた。 



３、調理コース 

  
【初級コース：ラオス料理とデザート】 

初級コースは、ラオス料理、ラオスのデザ

ート、フルーツカービング等の訓練を行っ

た。普段作り慣れている料理でも、常にレ

シピ通りの同じ美味しさを再現すること

は、容易ではない。 

【初級・中級コース：理論の訓練】 

調理分野は、午前及び午後とも理論１時間

＋実践２時間の構成である。短期間で多く

のレシピをマスターするためには、理論の

学習も大切である。 

  
【初級コース：フルーツカービング】 

初級コース最後はフルーツカービング。最

初は簡単な木の葉ですら、上手に作れなか

った訓練生も、トレーナーの熱心な指導

で、丸ごとのスイカを素晴らしい作品に仕

上げるまでに進歩した。 

【中級コース：西洋料理と和食】 

あまり馴染みのない、西洋料理と日本料理

は、訓練生達にとってはハードルが高い

が、毎日の積み重ねで、良い味を出せるま

で進歩した。 

  

【中級コース：日本人専門家の指導】 

５期中級コースは、日本人美容専門家の高

倉氏による日本料理の指導が行われた。高

倉氏の穏やかな人柄から、訓練生は和食の

技術だけでなく、日本人の思いやりも学ぶ

ことができた。 

【調理分野の公務員トレーナー養成】 

以前別の学校で調理分野の職業訓練を受け

た経験もある、郡教育課公務員(向かって

右)が、ナーサイトンセンターでの職業訓練

に参加した。上級修了後は本センターの公

務員調理トレーナーとなる。 



４、その他 

  
【小学校でのヘアカットボランティア】 

郡内の小学校でヘアカットボランティアを行

った。５期は２校で９３名、６期は１校で１

１４名の髪をカットした。幼い子供を相手に

することは、技術の進歩だけでなく、人に接

する態度を学ぶ良い機会となった。 

【分野別スタディツアー】 

２年次に引き続き、３年次も分野別にスタ

ディツアーを実施し、資機材購入先、店舗

や工場、ホテルの他に当会上級 OJT 店の見

学も行った。６期生は TOT（トレーナー養成

コース）も見学した。 

  

【経営管理（スモールビジネス・マネージメ

ント）の講習】 

中級コースの最後は、５期及び６期共、起

業に役立つビジネスの講習を実施した。地

元で起業を目指すものも多いため、皆真剣

な態度で訓練に望んでいた。 

【中級コース：和食弁当の販売】 

５期では高倉氏の指導の元、６期ではナー

サイトントレーナーと訓練生のみで、郡内

の日系工場に和食弁当を配達した。工場の

日本人、ラオス人社員に好評で５期６０

食、６期２４食を売り上げた。 

  
【トレーナー養成コース(TOT)】 

このコースはトレーナーとしての知識や教授

法等を３週間にわたり習得するもので、修了

者には教育省よりトレーナーの資格が与えら

れる。３年次はナーサイトンセンターの修了

生６名にトレーナー資格が授与された。 

【修了生の起業・就業状況を調査】 

５期、６期生の起業または就業をモニタリン

グしたところ、７８.８％が職業を得ている

ことが分かった。特に縫製、理美容分野は起

業するものが多いが（写真：５期中級修了生

の美容室）、調理分野は就業者が多い。 

 



５、郡教育課へのハンドオーバーに向けてのセンター運営管理能力強化 

  
【始業式、修了式等の開催】 

２年次に引き続き、３年次も始業式、修了

式等の行事は郡教育課主導で、ナーサイト

ン郡教育課で実施された。 

【郡教育課主導で訓練生募集】 

ハンドオーバー後も職業訓練を持続させるた

めには、訓練生の確保が不可欠である。３年

次は郡教育課主導で、村及びクラスター事務

所、郡駐屯地、市場等で広報活動を行った。 

  
【郡教育課職員によるセンター運営１】 

応募者への応募方法の説明や、応募用紙の

管理、面接、訓練生名簿の管理等は、当会

フィールドオフィサーと郡コーディネータ

ー、郡公務員(候補)トレーナーが共同で行

った。 

【訓練費による教材購入】 

３年次は訓練費のみで教材を購入した。購入

した教材は事務所に保管し、その都度払い出

すようにすることで無駄を無くした。６期よ

り当会職員が郡コーディネーター、公務員

(候補)トレーナー、公務員訓練生に帳簿作成

を指導した。 

  

【ビエンチャン教育局との連携】 

ビエンチャン教育局初級中級コースとの連

携を強化するために、訓練計画、訓練生評

価基準等についてのミーティングを行っ

た。ハンドオーバー後は同局と同じスケジ

ュールで訓練を実施する予定。 

【コーディネーターによる運営強化】 

ハンドオーバー後、ナーサイトンセンター

長となる郡教育課コーディネーターによる

運営を強化するために、トレーナーとのミ

ーティングや次期予算案作成、訓練生募集

等を行った。 

 


